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修士論文要旨
【問題と目的】
　月経前症候群（PMS）は，「月経前３～10日の間続く精
神的あるいは身体的症状で，月経発来とともに減退ないし
消失するもの」と定義されている（日本婦人科学会，2011）。
また，PMSの中でも精神症状を主とする重症型は，月経前
不快気分障害（PMDD）と呼ばれている。また，軽度なも
のを含めると月経前に何らかの症状を呈する女性は70％～
90％いると言われている（田坂，2011）。Blake（1995）は，
PMSの女性は月経前の生理学的変化をネガティブに解釈
することで症状を悪化させているとしている。そこで，本
研究では，身体感覚に対する破局的思考と身体感覚増幅と
いう概念と，認知の機能として，認知的フュージョンに焦
点を当て，月経前症状との関連について検討を行うことを
目的とした。また，心理的要因への介入効果についても検
討を行った。
【研究１】
目的：身体感覚に対する破局的思考，身体感覚増幅という
概念と認知的フュージョンが月経前症状へどのように影響
するかについて検討することを目的とした。
方法：大学・大学院の女子学生155名（平均年齢20.5±1.69
歳）を対象として質問紙調査を実施した。
調査材料：（a）フェイスシート（年齢，学年，月経状況），
（b）月経随伴症状日本語版（MDQ：秋山他，1979），（c）
身体感覚に対する破局的思考尺度（SSCS：瀬戸，2013），（d）
身体感覚増幅尺度日本語版（中尾他，2001），（e）Cognitive 
Fusion Questionnaire日本語版（CFQ：森本他，2011）
結果と考察：各変数間でPearsonの積率相関係数を算出し
た結果，ほぼ全ての変数間で弱～中程度の有意な正の相関
が認められた。次に，各変数の影響関係について共分散構
造分析により検討を行った。その結果，①「身体感覚に対
する破局的思考→認知的フュージョン→月経前症状」と②
「身体感覚に対する破局的思考→身体感覚増幅→月経前症
状」というモデルが示された。そして，①のプロセスがよ
り月経前症状に影響を与えていることが示された。
【研究２】
目的：認知的フュージョンへの介入による月経前症状への
効果を検討することを目的とした。
方法：女子大学生・大学院生のうち，MDQ得点とCFQ得
点が平均点以上であった13名（平均年齢21.77±2.59歳）を
対象とし，無作為に介入群（７名）と統制群（６名）に分けた。
調査材料：研究１の（a）～（e）の尺度，（f）日本語版POMS
短縮版（横山，2005），（g）セルフモニタリングシート
手続き：まず両群に月経前症状に関する心理教育を行った。
そして，介入群に１月経周期（約28日）の間，身体感覚に
対するネガティブな思考があった際に脱フュージョン技法
の実施とセルフモニタリングシートへの記入を依頼した。
結果と考察：介入効果について検討するため，各尺度得点
の時期（プレテスト，ポストテスト）と群（介入群，統制
群）における得点の変化についてWilcoxonの符号付順位和
検定及び，Mann-WhitneyのU検定を用いて検討した。その
結果，MDQの下位尺度得点において，統制群における「痛
み」得点のポストテスト時の得点がプレテスト時の得点に比
べ有意に低いことが示された（z=2.23, p<.05）。また，MDQ
得点のポストテストの得点において，統制群が介入群に比べ
有意に得点が低いことが示された（z=2.87, p <.05）。CFQ
得点ではポストテスト時の得点で介入群が統制群よりも有
意に得点が低いことが示された（z=2.44, p <.05）。POMS
得点では，統制群における「活気」の得点に関して，ポスト
テストの得点がプレテストの得点よりも有意に高いことが
示された（z=2.04, p<.05）。SSCS得点と身体感覚増幅の尺
度得点において，時期と群ともに有意な差はみられなかっ
た。セルフモニタリングシートの記述から，月経前症状の種
類によって脱フュージョン技法の効果が異なる可能性が示
唆された。また，脱フュージョン技法の実施状況には個人差
があり，被験者によっては，技法の習得が不十分である可能
性が考えられた。
【総合考察】
　研究１では，月経前症状と身体感覚に対する認知との関
連モデルが示され，月経前症状に対する心理的要因の基礎
的知見が得られた。研究２では，認知的フュージョンへの
介入による月経前症状の改善は認められなかった。技法習
得の不十分さなどから，本研究結果が認知的フュージョン
への介入による効果を正確に表しているとは言い難い。今
後，サンプル数の増加や，脱フュージョン技法の習得度を
向上させるための工夫を行った上で，長期的な効果測定を
行いながら，再度検討していくことが望まれる。
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